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忠
岡
町
長

和

　

田

　

云

口

　

衛

夢
・
希
望
・
感
動
あ
ふ
れ
る
ま
も

昭
和
1
4
年
1
0
月
1
日
の
町
制
施
行
以
来
、
幾
多
の
課
題
を

克
服
し
な
が
ら
近
代
的
な
ま
ち
へ
と
発
展
し
、
こ
こ
に
町
と

し
て
7
5
周
年
、
忠
岡
村
か
ら
は
1
2
5
年
の
節
目
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
町
政
の
発
展
の
た
め
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た

諸
先
輩
各
位
の
ご
苦
労
と
ご
努
力
に
深
く
感
謝
し
、
次
の
世

代
に
語
り
継
ぐ
べ
き
こ
と
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る

希
望
と
未
来
へ
の
扉
を
開
い
て
参
り
た
い
と
決
意
し
て
お
り

ます。さ
て
、
こ
の
佳
節
を
飾
る
よ
う
に
1
0
月
1
日
に
は
、
新
た

な
健
康
と
生
き
が
い
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
新
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
、
地
域
や
世
代
を
越
え
た
交
流
が
な

さ
れ
る
も
の
と
心
よ
り
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
東
忠
岡
小
学
校
新
校
舎
建
設
に
よ
り
小
中
学
校
校
舎

の
耐
震
化
1
0
0
％
達
成
に
続
い
て
、
待
望
の
中
学
校
給
食

棟
の
建
設
も
は
じ
ま
り
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
学
び

と
育
ち
の
環
境
づ
く
り
も
大
き
な
前
進
を
み
て
お
り
ま
す
。

未
だ
、
町
を
取
り
巻
く
社
会
・
経
済
環
境
は
厳
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
皆
様
と
と
も
に
『
ぬ
く
も
り
の

あ
る
日
本
一
元
気
な
ま
ち
』
『
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
』
を
合
言
葉
に
　
『
夢
』
、
『
希
望
』
　
そ
し
て
　
『
感
動
』

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
住
民
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
、

本
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
し
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
賜
り

ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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【10月5日（日）】

・13時～17時

【10月11日（土）】

・6時～7時30分　引き出し曳行

・9時～12時

・13時30分

各町曳行
パレード出発

（生之町　本部前出発）

忠岡駅前セレモニー

各町灯入れ曳行

各町曳行

忠岡神社宮入

各町曳行

忠岡駅前集合後、

忠岡小学校前で

セレモこ

各町灯入れ曳行

・14時30分～

・19時～22時

【10月12日（日）】

・9時～12時

・10時～

・13時～17時

・13時30分

・19時～22時

活
気
溢
れ
る
だ
ん
じ
り
祭

忠
岡
町
地
車
連
合
会
会
長

正

　

木

　

悦

ム
ロ

ヽ
V
．
l

本
年
度
、
微
力
な
が
ら
会
長
の
重
責
を
努
め
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
始
め
に
、
昨
年
、
自
町
（
道
之
町
）
地
車

新
調
に
際
し
、
多
く
の
方
々
に
心
温
ま
る
御
祝
い
、
御

助
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
、
町
制
7
5
周
年
パ
レ
ー
ド
も
と
り
行
わ
れ
、

安
全
な
地
車
曳
行
と
楽
し
い
祭
り
を
目
指
し
早
期
よ
り

各
町
役
員
の
方
々
と
会
合
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

歴
史
と
伝
統
あ
る
忠
岡
祭
、
地
元
の
人
々
の
気
持
ち

が
一
つ
に
な
る
、
活
気
溢
れ
る
だ
ん
じ
り
祭
が
行
わ
れ

ま
す
よ
う
、
連
合
会
一
同
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

最
後
に
、
地
車
見
物
に
際
し
、
安
全
曳
行
の
た
め
一

部
規
制
を
設
け
さ
せ
て
頂
き
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
ご
理

解
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

生
之
町

総
括
責
任
者

勝
元
信
二

生
之
町

曳
行
責
任
者

藤
野
智
弘

道
之
町

総
括
責
任
者

奥
野
忠
男

道
之
町

曳
行
責
任
者

奥
野
嘉
宏

濱
之
町

総
括
責
任
者

山
野
敏
昭

演
之
町

曳
行
責
任
者

仁

井

　

弘

仲
之
町

総
括
責
任
者

尾
川
伸
二

仲
之
町

曳
行
責
任
者

藤
野
吉
正

今
年
も
安
全
曳
行
で

忠
岡
町
地
車
連
合
会

安
全
委
員
長

藤
田
昇
戒

今
年
も
、
活
気
あ
ふ
れ
る
祭
礼
と
な

る
よ
う
、
各
町
安
全
委
員
と
一
致
団
結

し
て
地
車
の
安
全
曳
行
に
努
め
て
い
き

ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
、
安
全
・
無
事
故

の
曳
行
に
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

☆
左
記
交
差
点
は
、
事
故
多
発
場

所
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

安
全
委
員
の
指
示
に
必
ず
従
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
ア
ミ
部
分
は
大
変
危
険
で
す
の

で
、
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
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切
磋
琢
磨
し
活
気
溢
れ
る
祭
り
を

忠
岡
町
青
年
団
体
協
議
会
会
長

勝

　

元

　

幸

　

釆

平
成
2
6
年
度
若
頭
・
後
挺
子
責
任
者
（
敬
称
時
）

忠
岡
町
青
年
団
体
協
議
会
で
は
、
様
々
な
行
事
を
通
じ
、
各
町
力
を
合

わ
せ
て
日
々
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
祭
礼
に
向
け
、
四
町
が
手
を
取
り
合
い
、
事
故
無
く
、
明
る
く

楽
し
い
活
気
あ
る
祭
り
を
目
指
し
、
日
々
全
力
を
尽
く
し
ま
す
の
で
、
皆

さ
ま
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

生
之
町

若
頭
会
会
長

勝
元
隆
司

生
之
町

後
挺
子
責
任
者

佐
々
木
智
和

道
之
町

若
頭
責
任
者

小
島
信
浩

道
之
町

十
五
人
組
組
長

小
平
正
和

平
成
2
6
年
度
青
年
厩
〓
団
長
　
（
敬
称
略
）

演
之
町

若
頭
会
会
長

八
木
富
雄

演
之
町

十
五
人
組
組
頭

洛
中
浩
二

生
之
町

田

中

一

人

漬
之
町

山
本
　
孝
頬

「
楽
し
く
、
勢
い
の
あ
る
祭
」
を
目

指
し
て
、
一
年
間
、
色
々
な
こ
と
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

怪
我
な
く
楽
し
い
祭
り
が
で
き
る
よ

う
、
生
之
町
全
体
で
一
丸
と
な
り
頑
張

り
ま
す
。

濱
之
町
青
年
圏
は
、
人
数
は
少
な
く

て
も
、
一
人
一
人
が
力
を
合
わ
せ
、
青

年
圏
一
丸
と
な
り
、
悔
い
の
な
い
様
、

濱
之
町
ら
し
い
楽
し
い
祭
り
が
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

仲
之
町

若
頭
責
任
者

藤
原
広
之

仲
之
町

三
十
人
組
組
頭

甲
斐
博
人

忠
岡
町
青
少
年
問
題
協
議
会
よ
り

道
之
町

下
本
　
大
地

仲
之
町

仲
谷
　
和
也

を
さ
せ
な
い
。

◆
地
車
責
任
者
の
指
示
を
守
る
。

◆
暴
力
・
迷
惑
行
為
は
厳
に
慎
む
。

◆
法
被
な
し
の
曳
行
は
で
き
ま
せ
ん
。

今
年
の
青
年
圏
の
目
指
し
て
い
る
祭

り
は
、
自
分
ら
だ
け
で
は
な
く
各
団
体

の
方
と
力
を
合
わ
せ
楽
し
く
祭
り
を
す

る
こ
と
で
す
。
今
ま
で
支
え
て
く
れ
た

周
り
の
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
最
後
に
道
之
町
ま
で
し
っ
か
り
と

だ
ん
じ
り
を
曳
い
て
帰
っ
て
き
ま
す
。

仲
之
町
青
年
圏
は
、
仲
之
町
全
体
が

良
い
祭
り
が
で
き
る
よ
う
に
、
色
々
な

青
年
圏
行
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

園
長
と
し
て
み
ん
な
を
信
じ
て
、
と
に

か
く
み
ん
な
で
一
つ
に
な
っ
て
や
る
だ

け
′
目
一
杯
最
高
の
祭
り
を
し
ま
す
。

◆
子
ど
も
の
安
全
曳
行
は
家
庭
で
。

◆
未
成
年
者
に
飲
酒
・
喫
煙
を
さ
せ

な
い
よ
う
に
家
庭
で
徹
底
。

◆
子
ど
も
に
外
泊
は
さ
せ
ず
、
午
後

1
0
時
に
は
帰
宅
さ
せ
る
。

◆
未
成
年
へ
の
た
ば
こ
、
酒
類
な
ど

の
販
売
は
し
な
い
。

◆
未
成
年
者
の
飲
漕
や
乱
暴
な
曳
行



一般作品展　　　　　　【会場】1階ロビー

10／31（金）・11／1（土）　9時～20時30分

11／2（日）・3（月・祝）　9時～17時30分

【種　　目】絵画（20号まで）、書、俳画、手工芸、写真、

編み物など

1人1種目1点（種目が異なれば1人2点でも出展可）

【表　　彰】町長賞ほか各賞（個人の自作品に限る）

【表彰式】11／3（月）10時～

【出品申込】10／1（水）～22（水）※開館時間内に事務所へ

【作品搬入】10／26（白）　9時30分～18時

こども作品展・こども生花展【会場】1階ロビー
10／17（金）・18（土）　9時～20時30分

10／19（日）10時～17時30分　※19日の生花展は16時まで

こどもお茶会
10／19（日）12時～15時

お　茶　会（お抹茶）
11／2（日）10時30分～15時

【会場】1階ロビー

※お茶券300円

【会場】3階茶室

※お茶券350円

生　花　展 【会場】3階講習室

11／1（土）　9時～20時30分11／2（日）　9時～17時30分

11／3（月・祝）　9時～16時

菊　花　展
10／31（金）～11／3（月・祝）

各種大会等

【会場】正面玄関横

【会場】3階講習室

【囲碁・将棋大会】10／25（士）　9時30分～18時

申込は10／17（金）までに文化会舘または総合福祉センターへ

【俳句会】10／23（木）13時～16時（締切14時）

【短歌会】10／12（日）

【川柳会】10／5（日）

季題　秋風・林檎（一人5句以内）

13時～　　　課題自由（新作1苗）

13時30分～　課題自由（一人5句以内）

ふれおいフェスティ′Ⅷ畷
（D開　会　式

②大正琴クラブ結実会

③やすらぎ会

④しらゆり会

⑤忠岡オカリナクラブ

⑥ヘルシーエクササイズ

⑦忠岡太極拳華みずき会

⑧忠岡整美体操連盟

⑨プメ　ハナフラクラブ

⑩ステップリーボック

⑪いこい会

10：00′〉

10：20～10：40

10：40′－11：00

11：00′〉11：15

11：15′〉11：30

11：30′〉11：50

11：50′〉12：10

12：10～12：30

12：30′）12：50

12：50′〉13：10

13：10～13：25

⑫藤　の

⑬えびす

A
三言

A
三言

⑭ホアピリ・フラ

⑯エアロビクス

13：25′〉13：45

13：45～14：00

14：00′〉14：20

14：20～14：40

※司会進行：忠岡話し方クラブ（友話会）

ミ＃：媒＝新村…≡輔三！：≡；≡　　　　　　　＝＝■∴、■・’・二＝ �� 劔 

★ふれあいフェスティバル発表会の終了後に、 

お楽しみ抽選会を行います。 

★抽選券は、当日配布のプログラムについてい 

ます。 
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美術館へ行こう。
ご来館の際は広報
ただおか9月号の

『ご招待券』をご
持参ください

U　〃 F仰
関西国際空港情報

★関西国際空港のフライトがますます充実！

航空会社による増便、新規就航により、2014年10

月以降の関西国際空港の国内線、国際線のフライト

がますます充実して、便利になります。

ます、国際線では、ミャンマー国際航空（8M）

が、10月8日（水）より関西＝プノンペン・ヤンコ

ン緑に新規就航します。関西空港からの定期的なフ

ライトがヤンコンに就航するのは15年ぶりであり、

またカンボジア（プノンペン）への定期的なフライ

トは関西空港の開港以来初となります。

また、国内線ではジェットスター・ジャパンが、

10月9日（木）から関空＝大分へ、また10月26日

（日）より、関西＝熊本線が就航します。
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藍藻　孝渡生誕　j　芝草濁琴記念

正木孝之コレクション

特別展 文化の灯　世界を包め　赫々と

重要文化財

千利休図

伝長谷川等伯筆

本展では、大燈国師墨蹟「渓林侶・南嶽偶」（国宝）をはじめ、利休ゆかり

の茶道具、一休宗純墨蹟「滴凍」などの名品が一堂に会します。正木孝之の

もう一つの顔、茶人「滴凍」としての姿をご紹介します。

開館時可10：00～1“0※最終入館は16‥00休館日l水曜日

入館料1妄監吾禦怨霊だ00円／卜中生300円

町制75同年記念の『定だお諌馬』
公式ウッズ発売中！

今年度限定の図柄です。100円（缶バッジ・キー

ホルダー・チャーム・ストラップ）

【販売場所・間】役場4階　産業振興課

第
6
2
回

信
太
山
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

日
　
時
　
1
月
日
日
　
（
日
）
　
1
0
時
3
0
分
開
会

場
　
所
　
陸
上
自
衛
隊
信
太
山
演
習
場

（和泉市）

参
加
費
　
小
・
中
学
生
5
0
0
円
／
一
般
1

0
0
0
円
／
ウ
ル
ト
ラ
ク
ロ
ス
カ

ン

ト

リ

ー

3

0

0

0

円

／

フ

ァ

ミ

リ
ー
の
部
2
0
0
0
円

種
　
目
　
●
3
k
m
…
小
学
生
、
中
学
生
、
一

般
の
男
女
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部

●
5
k
m
・
1
0
血
…
一
般
の
男
女
　
（
一
般
は
1
5

歳
以
上
　
〔
中
学
生
は
除
く
〕
　
）

申
込
期
間
　
1
1
月
1
9
日
　
（
水
）
　
ま
で

申
込
方
法
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
サ
イ

ト
か
ら
申
込

★
信
太
山
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
で
検
索
′

【
間
】
大
会
委
員
会
事
務
局
℡
9
9
・
8
1
6
2



▲東忠岡幼稚園
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★
7
P
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
で

の
1
号
認
定
に
該
当
す
る
児
童

です。

【
対
　
象
】

◎
3
歳
児
　
平
成
2
3
年
4
月
2
日

～
平
成
2
4
年
4
月
1
日
生

※
3
歳
児
募
集
定
員
は
両
園
と
も
5
0

名
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

◎
4
歳
児
　
平
成
2
2
年
4
月
2
日

～
平
成
2
3
年
4
月
1
日
生

◎
5
歳
児
　
平
成
2
1
年
4
月
2
日

～
平
成
2
2
年
4
月
1
日
生

【
通
園
区
域
】

忠
岡
幼
稚
園
…
忠
岡
北
・
忠
岡

中
・
忠
岡
南
・
新
浜

東
忠
岡
幼
稚
園
…
高
月
北
・
高
月

ト
忠
岡
幼
稚
園

南
・
忠
岡
東
・
馬
瀬
・
北
出

【保育料】

平
成
2
7
年
度
の
保
育
料
に
つ
い

て
は
、
今
後
国
が
定
め
る
基
準
を

上
限
に
町
が
決
定
し
ま
す
。
現
在

検
討
中
に
つ
き
、
決
定
時
期
に
つ

い
て
は
未
定
で
す
。

（
参
考
‥
平
成
2
6
年
度
入
園
料
…

5
0
0
0
円
、
保
育
料
（
3
歳

児
）
…
月
額
1
2
0
0
0
円
、

保
育
料
　
（
4
、
5
歳
児
）
…
月

額
9
0
0
0
円
、
別
途
諸
費
…

約
4
0
0
0
円
、
保
育
料
の
減

免
制
度
も
あ
り
）

【
保
育
時
間
】

◎
3
歳
児
…
9
時
か
ら
柑
時
5
0
分

（
水
曜
日
は
1
1
時
3
0
分
）
　
入
園
当
初

保
育
時
間
等
変
更
が
あ
り
ま
す
。

◎
4
・
5
歳
児
…
9
時
～
1
4
時

（
水
曜
日
は
1
1
時
4
0
分
）

※
月
・
金
は
給
食
、
火
・
木
は
お
弁

当
（
3
歳
児
は
2
学
期
よ
り
給
食

開始）

※
3
歳
児
は
、
入
園
当
初
は
保
育
時

間
を
1
0
時
3
0
分
頃
ま
で
と
し
、
徐

々
に
延
ば
し
ま
す
。
午
後
保
育
は

6
月
か
ら
毎
週
火
・
木
曜
日
で
開

始
し
2
学
期
よ
り
毎
週
月
・
火
・

木
・
金
と
な
り
ま
す
。

※
登
園
は
8
時
4
0
分
～
9
時
。
送
迎

は
保
護
者
で
お
願
い
し
ま
す
。

【
手
続
き
な
ど
】

◎
願
書
交
付
…
1
0
月
1
日
㈱
～

◎
受
　
付
…
…
1
0
月
8
日
㈱

◎
締
　
切
…
…
1
0
月
1
7
日
働

（
但
し
定
員
に
達
し
て
い
な
い
場

合
は
締
切
後
も
願
書
受
付
可
）

◎
願
書
の
交
付
・
受
付
場
所

忠
岡
・
東
忠
岡
幼
稚
園

（
平
日
9
時
～
1
6
時
）

※
今
回
よ
り
入
園
願
書
と
別
に
認
定

申
請
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
申
込
み
の
流
れ
に
つ
い
て
は

7
P
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の
　
「
申

し
込
み
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
　
（
幼

稚
園
）
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

※
平
成
2
6
年
度
現
在
、
町
立
幼
稚
園

に
3
・
4
歳
児
で
在
園
中
の
園
児

は
認
定
申
請
書
の
提
出
は
不
要
で

す。
【
預
か
り
保
育
（
た
ん
ば
ぽ
ク
ラ

ブ
）
　
に
つ
い
て
】

子
育
て
支
援
を
目
的
に
、
在
園

児
を
対
象
と
し
て
、
保
育
終
了
後

に
園
児
を
お
預
か
り
す
る
「
預
か

り
保
育
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
但

し
3
歳
児
は
9
月
か
ら
の
実
施
と

な
り
ま
す
。

定
　
員
　
各
園
3
0
人

負
担
額

◎
通
常
保
育
日
　
保
育
終
了
～
1
6
時

・
月
・
火
・
木
・
金
　
2
0
0
円

・
水
・
短
縮
保
育
日
　
4
5
0
円

◎
長
期
休
業
中

（
夏
休
み
・
冬
休
み
・
春
休
み
）

9
時
～
1
6
時
　
7
0
0
円

9
時
～
1
2
時
　
3
0
0
円

1
3
時
～
1
6
時
　
3
0
0
円

※
預
か
り
保
育
の
実
施
期
間
中
、
昼

食
・
お
や
つ
は
当
該
園
児
の
保
護

者
で
用
意
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
他
ご
不
明
な
点
は
各
幼
稚
園

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【間】忠
岡
幼
稚
園

東
忠
岡
幼
稚
園

子
育
て
支
援
課

●

　

1

8

3

0

●

　

6

9

4

0

●

　

l

1

2

2

国
の
教
育
ロ
ー
ン

日
本
政
策
金
融
公
庫

高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学
時
・
在

学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た

公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

お
子
さ
ま
1
人
に
つ
き
3
5
0
万

円
以
内
を
、
固
定
金
利
（
年
2
・
3

5
％
　
（
平
成
2
6
年
9
月
1
日
現
在
）

で
利
用
で
き
、
在
学
期
間
内
は
利
息

の
み
の
ご
返
済
と
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
「
国
の
教
育
ロ

ー
ン
」
　
で
検
索
し
て
い
た
だ
く
か
、

左
記
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
等
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
間
】
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

℡

0

5

7

0

●

　

0

0

8

6

5

6

忠
岡
町
商
工
会
℡
3
3
・
3
2
0
8

下
校
時
の
子
ど
も
た
ち
の

安
全
確
保
に
あ
な
た
の
力
を

お
貸
し
く
だ
さ
い
′

◆
活
動
内
容
　
毎
週
火
・
金
曜
日

忠
岡
小
学
校
ま
た
は
東
忠
岡

小
学
校
で
、
下
校
児
童
の
見

守
り
活
動
。

【
間
】
生
涯
学
習
課

℡22・

l

1

2

2

見
守
り
隊
長
　
正
木
　
啓
文

℡
2
1

●

　

4

3

9

9



平成27年4月から、国の子育てに関

する制度が変更になり、幼児期の学校

教育や保育、地域の子とも・子育て支

援を総合的に推進するための「子とも
・子育て支援新制度」が始まります。

申し込みのフローチャート

①町に「保育の必要性」

の認定の申請及び利

用希望の申し込みを

します。

②町から認定証が交付 

されます。 

（2号認定・3号認定） 

③申請者の希望、保育

所等の状況などによ

り、町が利用調整し

ます。

①園に直接申し込みを 

します。 

②園から入園の内定を 

受けます。 

③園を通じて利用のた 

めの認定を申請しま 

す。 

④園を通じて町から、 

認定証が交付されま 

す。（1号認定） 

ヰ：＿＿＝：： � 劔 ���� �� �� ��剪� �� �� �� �� 

≡≡≡≡＝－い � ���� �� �� �� �� �� �� �� �� �� 

‡‡‡‡実車‡‡ 垂 �� 冓�8ﾜ闌��8,ﾂ���,x.���(ﾘb�Di.�/��*ﾘ�｢�劔劍ｻ8孜Ux��鳧ｭB�劔劔幼稚園・認 

（4時間程度） 劔劔�.�+�,x.����

‡‡‡‡三重 �� 冓�8ﾜ闌��8,R��Y]ｸ支,ﾉTｹwb�劔劔]ｸ孜%ｨ鳧ｭB��嶋鳧ｭI/i7��｢�劔劔保育所・認 

垂 �� �,磯iu(�h,丼��9h+x.倡�,x.��劔劔]ｸ孜Ux��鳧ｭB�����鳧ｭI/i7��｢�劔劔定こども園 

≡≡≡≡き �� 冓�8ﾜ駛)i�,R�劔劔]ｸ孜%ｨ鳧ｭB��嶋鳧ｭI/i7��｢�劔劔保育所 「保育の必要 劔劔劔劔僖i.�+�,x.��

≡‡≡自 �� �,磯iu(�h,丼��劔劔]ｸ孜Ux��鳧ｭB�����鳧ｭI/i7��｢�劔劔園 

当する子ども 劔劔劔劔�&闔hﾅ饐ｸ屍�

‾‾‾　　　　■■　　　　　　　■■　　　　　　　■■　　　　　　　■

l1

1転1蒜蒜蒜
保護者が

・働いている（パートタイムや自営業、在宅

勤務を含む）
・妊娠中や出産前後　・病気や障害がある

・親族の介護や看護中　・就学している

…などの状態にあるとき
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①
質
の
高
い
幼
児
期
の
学
校
教
育

・
保
育
の
総
合
的
な
提
供

（
保
育
所
と
幼
稚
園
の
良
さ
を

併
せ
持
つ
、
認
定
子
ど
も
園

の
普
及
を
進
め
ま
す
）

※
忠
岡
町
に
は
現
時
点
で
認
定
こ

ど
も
園
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
保
育
所
の
量
的
拡
大
・
確
保

⑨
地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

の
充
実
　
（
子
育
て
を
す
る
全
て

の
家
庭
の
た
め
に
、
一
時
預
か

り
や
学
童
保
育
な
ど
身
近
な
地

域
で
受
け
ら
れ
る
支
援
を
進
め

ます）

施
設
な
ど
　
（
幼
稚
園
、
保
育
所
、

認
定
こ
ど
も
園
、
地
域
型
保
育
）

の
利
用
を
希
望
す
る
保
護
者
の
方

に
は
、
3
つ
の
区
分
の
認
定
　
（
表

1
）
　
を
受
け
て
い
た
だ
き
、
そ
の

認
定
区
分
に
応
じ
て
施
設
な
ど
の

利
用
先
が
決
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

手
続
き
の
時
期
や
流
れ
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
と
大
き
く
異
な

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今

後
も
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
提
供
さ
れ
る
情
報
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
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＿

＿
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■

■

＿

■

‖
平
成
2
7
年
度
の
保
育
料
に
つ
い
…

■

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

■

」■二

て
は
、
今
後
国
が
定
め
る
基
準
…

日
を
上
限
に
町
が
決
定
し
ま
す
。
州

…
決
定
時
期
に
つ
い
て
は
現
在
未
…

＝
定
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‖

■
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迫野田田
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平
成
2
6
年
第
3
回
定
例
会
が
9

月
1
2
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
結
果
に
つ
い
て
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。

議

　

決

　

事

　

項

▼
即
日
同
意
さ
れ
た
も
の

◎
忠
岡
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て

▼
即
日
可
決
さ
れ
た
も
の

◎
忠
岡
町
功
労
者
表
彰
に
つ
い
て

◎
平
成
2
5
年
度
忠
岡
町
水
道
事
業

会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処

分
に
つ
い
て

◎
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰

国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の

自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◎
忠
岡
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◎
忠
岡
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◎
忠
岡
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

◎
忠
岡
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

◎
忠
岡
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

◎
平
成
2
6
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
忠
岡
町
一
般
会
計
（
第
2
号
）

・
忠
岡
町
国
民
健
康
保
険
事
業
勘

定
特
別
会
計
（
第
2
号
）

・
忠
岡
町
介
護
保
険
特
別
会
計

（
第
1
号
）

・
忠
岡
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
（
第
1
号
）

▼
即
日
付
託
さ
れ
た
も
の

◎
平
成
2
5
年
度
忠
岡
町
一
般
会
計

及
び
各
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

◎
平
成
2
5
年
度
忠
岡
町
水
道
事
業

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

【
決
算
審
査
特
別
委
員
会
】

▼
即
日
否
決
さ
れ
た
意
見
書

◎
「
空
襲
被
害
者
等
援
護
法
」
（
仮

称
）
　
の
早
期
成
立
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て

◎
消
費
税
1
0
％
増
税
中
止
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

【
間
】
大
阪
府
国
民
年
金
基
金

℡

0

7

2
●

　

2

4

3

　

●

　

7

9

0

0

国
民
健
康
保
険
【
保
険
課
】

委
員
長

副
委
員
長

委

　

　

員

委

　

　

員

委

　

　

員

オ
ブ
ザ
ー
バ

n
H

東
リ前前藤高

田

　

善

　

臣

長

　

市弘

喜

　

義

千
代
司

（
議
長
）
　
藤

（
追
加
提
出
）

田茂納期のお知らせ

町
　
府
　
民
　
税
第
3
期
分

国
民
健
康
保
険
料
第
7
期
分

介
護
保
険
料
第
7
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
4
期
分

納
期
限
は
1
0
月
3
1
日
で
す

▼
国
民
年
金
基
金
を
始
め
ま
せ
ん

か
？

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
自

営
業
な
ど
の
第
1
号
被
保
険
者

や
、
6
0
歳
以
上
6
5
歳
未
満
（
国
民

年
金
任
意
加
入
被
保
険
者
）
　
が
、

よ
り
豊
か
に
老
後
を
過
ご
せ
る
よ

う
に
、
国
民
年
金
法
の
規
定
に
基

づ
き
、
国
民
年
金
　
（
老
齢
基
礎
年

金
）
　
の
上
乗
せ
と
し
て
老
後
の
所

得
保
障
の
役
割
を
果
た
す
た
め
の

公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

た
だ
し
、
同
基
金
に
加
入
中
の

方
は
、
6
0
歳
に
な
る
と
加
入
資
格

が
喪
失
す
る
の
で
、
引
き
続
き
加

入
し
た
い
方
は
改
め
て
手
続
き
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
大
阪
府
国
民
年
金

基
金
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

ヽ

■

　

0

1
L
V

▼
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

更
新

今
お
持
ち
の
国
保
の
被
保
険
者

証
の
有
効
期
限
は
1
0
月
3
1
日
限
り

で
す
。
新
し
い
被
保
険
者
証
を
1
0

月
中
旬
に
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
平
成
2
4
年
度
、
平
成
2
5

年
度
の
保
険
料
に
未
納
付
分
が
あ

る
世
帯
は
、
役
場
保
険
課
の
窓
口

に
お
い
て
納
付
相
談
を
行
い
更
新

い
た
し
ま
す
。

今
回
更
新
の
被
保
険
者
証
は
有

効
期
限
が
被
保
険
者
に
よ
っ
て
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
平
成
2
7
年
1
0
月
3
1
日
ま
で
の
間

に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
該

当
す
る
方

○
退
職
者
医
療
で
平
成
2
7
年
1
0
月

1
日
ま
で
の
間
に
6
5
歳
に
な
る

方
が
い
る
世
帯
の
被
保
険
者

▼
国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退

～
届
出
は
1
4
日
以
内
に
～

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た
り

脱
退
す
る
と
き
は
、
世
帯
主
が
国

民
健
康
保
険
の
窓
口
へ
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

▼
「
国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費

支
給
申
請
書
」
が
手
元
に
残
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？

対
象
者
の
方
に
は
、
申
請
書
を

送
付
し
て
い
ま
す
が
、
申
請
の
時

効
　
（
2
年
）
　
が
あ
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
口

座
振
替
に
し
ま
し
ょ
う

▼
特
定
健
診
　
（
メ
タ
ポ
健
診
）
　
を

受
診
し
ま
し
ょ
う

糖
尿
病
、
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞

な
ど
の
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め

に
は
、
生
活
習
慣
の
改
善
が
最
も

効
果
的
で
す
。
4
0
歳
か
ら
四
歳
ま

で
の
国
保
加
入
者
に
対
し
て
年
1

回
実
施
さ
れ
る
「
特
定
健
診
」
を

必
ず
受
診
し
、
保
健
指
導
を
積
極

的
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

※
対
象
者
の
方
に
は
受
診
券
を
送

付
し
て
い
ま
す
。
お
手
元
に
な

い
場
合
は
役
場
保
険
課
ま
で
お

問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の

方
は
5
0
0
円
で
受
診
で
き
ま

す
！
　
年
に
一
度
は
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

▼
退
職
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

◎
以
下
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
年

金
を
受
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
ら
役
場
保
険
課
に
届
け

出
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方

で
、
会
社
な
ど
を
退
職
し
、
年
金

（
厚
生
年
金
や
各
共
済
年
金
な
ど

※
）
　
を
受
け
ら
れ
る
6
5
歳
未
満
の

本
人
、
お
よ
び
そ
の
6
5
歳
未
満
の

被
扶
養
者
は
、
「
退
職
者
医
療
制

度
」
　
で
医
療
を
受
け
ま
す
。

※
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
年
金
な

ど
の
年
金
を
受
け
ら
れ
る
人
で

そ
の
加
入
期
間
が
2
0
年
以
上
、

も
し
く
は
、
4
0
歳
以
降
に
1
0
年

以
上
あ
る
人



」

平成26年10月診療分より乳幼児医療費助成

制度から子ども医療費助成制度に変わり対象

児童が次のように拡大されました。申請が必

要な方には通知しております。手続きがまだ
の方は、子育て支援課にお越しください。

【対象児童】

区　　分 兌ﾙ�ﾃ#iD纔ﾈ���i|9Zｨ-ﾈ,R� 剪��� �� �� ��

通院医療費 傅ﾈｧxﾕｨ��ｧy���髯;h-ﾈ,R� 剪� �� �� �� ��

入院及び入院 時食事療養費 傅ﾈｧxﾕ｣iD��b�髯;h-ﾈ,R� 剪��� �� �� ��

●一部自己負担金について（変更なし）
・1医療機関あたり入院・通院各500円／

1日（月2日11，000円限度）

・対象者1人あたり1か月負担限度額　2，500円

【申請が必要な方】小学校3年生までの子ど

もの保護者（就学前のお子さまで、乳幼児

医療証をお持ちの方も子ども医療証となり

ますので更新の申請が必要になります）

※生活保護受給中、障害者医療、ひとり親

家庭医療等の他の公費の医療助成を受け

ているお子さまは、子ども医療助成制度

の対象にはなりません。

【受付日時】9月29日（月）～10月24日（金）

（土曜・日曜・祝日を除く）

9時から17時30分まで（上記日時に来庁で

きない場合は下記までご連絡ください。）

【受付場所】役場4階　子育て支援課

【手続きに必要なもの】
・子ども医療証交付申請書

・印かん（シャチハタ不可）

・対象児童の健康保険証（保護者の健康保

険証は不要です）’

※乳幼児医療証を現在お持ちの方は

医療証をご持参ください。

☆申請書受付時に子ども医療証を交付いたし

ます。

【問】子育て支援課　℡22－1122

2014．10．1No．576（9）

障
害
者
福
祉

【
い
さ
か
い
支
援
課
】

児
童
福
祉

【
子
育
て
支
援
課
】

平
成
2
6
年
6
月
～
9
月
分
を
1
0

月
1
5
日
　
（
水
）
指
定
口
座
に
振
り

込
み
ま
す
。

ー●

0

7

2

●

2

3

8

●

8

2

6

9

▼
障
害
者
医
療
証
の
更
新

【
提
出
・
更
新
期
間
】

1
0
月
2
1
日
（
火
）
～
3
1
日
（
金
）

【
提
出
書
類
】
①
障
害
者
医
療
証

交
付
申
請
書
　
（
該
当
者
に
郵

送
）
②
障
害
医
療
証
　
（
現
在
発

行
の
緑
色
の
も
の
）
⑨
国
民
健

康
保
険
、
社
会
保
険
な
ど
加
入

さ
れ
て
い
る
健
康
保
険
証
④
印

か
ん
　
（
認
印
）

★
対
象
者

・
6
5
歳
未
満
　
（
所
得
制
限
あ
り
）

・
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
・
2
級

・
療
育
手
帳
重
度
　
（
A
）

★
現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
『
障
害

者
医
療
証
』
　
で
は
日
月
以
降
の

ご
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
証
の
更
新

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
『
ひ
と

り
親
家
庭
医
療
証
』
　
に
つ
い
て

は
、
有
効
期
限
が
平
成
2
6
年
1
0
月

3
1
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
日
月

以
降
の
ご
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
更
新
申
請
書
を
以
下
の
期
間

内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
新
し

い
医
療
証
を
交
付
し
ま
す
。

■
提
出
期
間1

0
月
2
0
日
㈲
～
3
1
日
㈲

■
提
出
書
類
　
①
ひ
と
り
親
家
庭

医
療
費
受
給
資
格
登
録
申
請
書

【
該
当
者
に
は
郵
送
】
②
健
康

保
険
証
　
③
印
か
ん
　
（
シ
ャ
チ

ハ
タ
不
可
）

▼
児
童
手
当
の
支
払
い

、

お

　

札

　

ら

　

せ

＼

知

　

ら

▼
第
2
7
回
関
西
矯
正
展

社
会
復
帰
に
向
け
職
業
訓
練
に

取
り
組
ん
で
い
る
姿
を
紹
介
し
、

受
刑
者
等
が
製
作
し
た
製
品
を
展

示
販
売
。

日
時
　
日
月
8
日
　
（
土
）1

0
時
～
1
6
時

日
月
9
日
　
（
日
）

9
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

会
場
　
大
阪
刑
務
所
敷
地
内

内
容
　
刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示

販
売
・
矯
正
広
報
パ
ネ
ル

展
示
・
所
内
見
学
・
ス
テ

ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
等

【
間
】
大
阪
刑
務
所
作
業
部
門

▼
第
4
回
「
来
て
見
て
体
験

．
m
村
野
浄
水
場
」

～
水
と
ふ
れ
　
水
を
知
り

水
に
学
ぼ
う
～

日
時
　
日
月
2
日
　
（
日
）

1
0
時
～
1
6
時
（
雨
天
決
行
）

場
所
　
村
野
浄
水
場

（
枚
方
市
村
野
高
見
台
）

《
入
場
無
料
・
予
約
不
要
》

当
日
は
、
公
共
交
通
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
（
京
阪
電
車
交

野
線
郡
津
駅
よ
り
無
料
バ
ス
を
運

行
）
詳
し
く
は
、
大
阪
広
域
水
道

企
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

村
野
浄
水
場

a
i
y
O
u
＼
m
u
r
a
ロ
○
＼
e
完
n
t
．
h
t
m
－

▼
第
2
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

日
韓
文
化
フ
ェ
ス
タ

芸
能
人
に
よ
る
基
調
講
演
を
始

め
、
和
太
鼓
、
日
韓
舞
踊
、
歌
謡

や
人
気
K
－
P
O
P
な
ど
。
大
抽

選
会
も
あ
り
ま
す
。

日
　
時
　
1
1
月
1
6
日
　
（
日
）

1
2
時
3
0
分
～
1
6
時

場
　
所
　
泉
大
津
市
民
会
館

定
　
員
　
1
3
0
0
人
（
先
着
順
）

入
場
料
　
1
5
0
0
円

【
間
】
民
団
泉
州
支
部

℡32・

5

4

5

2

℡
0

7

2

●

8

4

0

●

5

2

6

6

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
t
t
p
‥
＼
＼
w
w
w
．
w
s
a
・
〇
S
a
k
a
．
j
p
＼
g

H
P
 
h
t
t
p
‥
＼
＼
m
i
n
d
a
n
s
e
n
s

y
u
．
b
－
O
g
S
p
O
t
．
j
p
＼

▼
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
大
阪
2
0
1
4

女
性
が
ん
の
検
診
啓
発

・
1
0
月
1
9
日
㈲日

時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

り
ん
く
う
タ
ウ
ン
駅
付
近

〔
星
の
広
場
〕

・
1
0
月
1
8
日
出
1
4
時
～
1
5
時
4
5
分

ス
タ
ー
ゲ
ー
ト
ホ
テ
ル
関
西

エ
ア
ポ
ー
ト
に
て

映
画
「
う
ま
れ
る
」
自
主
上
映
会

高
校
生
以
上
　
前
売
り
1
0
0

0
円
　
（
当
日
1
5
0
0
円
）

3
歳
～
中
学
生
　
前
売
り
・
当

日

5

0

0

円

振
込
先
　
郵
便
振
替
0
0
9
1

0

－

6

－

1

0

8

7

3

4

　

特

定
非
営
利
活
動
法
人
　
ピ
ン
ク

リ
ボ
ン
大
阪

【
間
】
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ピ

ン
ク
リ
ボ
ン
大
阪

0

9

0

●

5

4

6

3

●

8

9

5

4
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津波避難ビル指定状況
（平成26年9月17日現在）

ビル名 傀ｨﾝﾙ&��

エルフローラ �(�ｩ>ﾃ9)ｩm｢�
11番25号 

カサ・ド・エムズ �(�ｩfｳ9)ｩm｢�
5番10号 

文　化　会　館 �(�ｩ>ﾃ�)ｩm｢�
18番17号 

コートアザレア �(�ｩfｳ))ｩm｢�
9番9号 

「
救
急
の
日
」
　
に

救
命
講
習
を
実
施

9
月
9
日
の
救
急
の
日
に
、
オ

ー
ク
ワ
忠
岡
店
駐
車
場
で
　
「
救
命

講
習
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
講
習

会
で
は
、
住
民
皆
さ
ん
が
参
加
し

A
E
D
の
取
扱
い
を
含
め
た
心
肺

蘇
生
法
な
ど
の
正
し
い
理
解
と
認

識
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

本
町
消
防
本
部
で
は
、
住
民
の

皆
様
や
事
業
所
等
を
対
象
と
し
て

救
命
講
習
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

大
切
な
人
を
、
家
族
を
、
命
を
守

る
た
め
、
救
命
講
習
を
受
講
し
て

知
識
と
技
術
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

【
問
】
忠
岡
町
消
防
本
部
　
警
防

課
救
急
係
　
℡
3
1
・
0
1
1
9

「
大
阪
さ
さ
0
万
人
訓
練
」
に

併
せ
て
災
害
出
動
訓
練
を
実
施

い
ざ
と
い
う
と
き
に
慌
て
ず
一

人
ひ
と
り
が
正
し
い
行
動
を
取
れ

平
成
2
6
年
度

防
災
関
係
協
定
締
結
一
覧

（
平
成
2
6
年
9
月
1
7
日
現
在
）

る
よ
う
に
ご
家
庭
で
も
災
害
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

泉
北
地
区
支
部
総
合
訓
練

・
8
月
2
4
日
　
（
日
）

大
津
川
河
川
公
園

《
優
良
消
防
団
員
表
彰
》

今
　
北
　
健
太
郎

澤

　

木

　

康

　

利

林

　

　

　

真

　

弘

防
災
訓
練
に
つ
い
て

1
1
月
3
0
日
　
（
日
）
　
町
民
運
動
場

に
お
い
て
忠
岡
町
防
災
訓
練
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
体
験
訓
練
や
炊
き

出
し
訓
練
の
試
食
等
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
当
日
午
前
8
時
3
0
分
頃

に
防
災
無
線
を
発
信
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
広
報
1
1
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

1
：
■
■
：
■
＝
．
．
■
＝
一
■
一
一
・
．
■
．
－

馴
防
災
講
座
を

受
け
ま
せ
ん
か
？

「

i

：

■

＝

■

：

■

i

：

一

i

． ．
■
＝
」

泉
大
津
・
忠
岡
地
域
安
全
大
会

★
日
時
　
1
0
月
1
7
日
　
（
金
）

1
4
時
～

★
会
場
　
泉
大
津
市
民
会
館

小
ホ
ー
レ

ひ
っ
た
く
り
防
止
カ
バ
ー

研
り
付
け
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

日
時
　
1
0
月
1
5
日
　
（
水
）
　
1
6
時
～

場
所
　
ラ
イ
フ
忠
岡
店
前

【
問
】
泉
大
津
警
察
署

℡
2
3

●

　

1

2

3

4

自
治
防
災
課
　
℡
2
2
・
1
1
2
2

希
望
さ
れ
る
団
体
は
「
防
災
講

座
参
加
申
込
書
」
　
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
自
治
防
災
課
（
役
場
5

階
）
　
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
会
場
を
ご
用
意
く
だ
さ
い

地
区
の
集
会
所
や
会
館
を
使
用

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
（
地
区

に
応
じ
て
使
用
料
が
必
要
で
す
）

②
講
座
内
容

地
震
災
害
と
大
雨
災
害
の
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
き
、
各
3
0
分
程
度
の
内

容
と
な
り
ま
す
。

〔ご注意〕

原
則
と
し
て
、
同
一
団
体
に
よ

る
主
催
で
の
防
災
講
座
の
実
施
申

請
は
年
に
1
回
ま
で
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

【
問
】
自
治
防
災
課



まあるい心の
～男0共同参画社会

実≡唄に向けて～

《全3回・参加費無料！》

●対　象　忠岡町在住・在勤の人もしくは文化

会館クラブ生

●場　所　忠岡町文化会館

※11月27日は正木美術館見学／現地集合

●定　員　24名

●申込み10月10日（金）～11月5日（水）に文化

会館事務室へお申込みください。ま

た、電話・FAXでのお申込みもで

きます。

【間】忠岡町人権広報課　℡22－1122

忠岡町文化会館　℡33－1151

FAX　3　2－7　819

▲人権協会、人権擁護委員、企業人権問

題推進員連絡会、役場職員が参加し、

識字について啓発。

2014．10．1

世界人権宣言
泉北三市一町

連絡会

日　　時 �>�������������vR�

11月13日（木） ��Xﾘ)~竟(,丼�.�5�,�+ｸ�b�
13時半～15時半 �7�5ｨ5維y¥ｨﾝ僵ｸﾋHﾙ���6��(��ﾔ韈����

11月20日（木） ��Y^�.x+X,ﾉ(h*�.y&ｨ�ｺI:��柯/�ﾖﾈ*h.h*H���b�
13時半～15時 �8�487H6h5X4898ﾊHｸh�dﾄ���9Uﾈｮ)m闇ｸ�����

11月27日（木） 13時半～15時半 ��9m碓ﾈ��ｭ侈乂x�Y�9m�4�,Y[x*ﾙ(8,ﾉ�(�b�－つくりあげた男性達、受け継いでいく女性達－ 

正木美術館館長正木久彦氏／学芸員林　茂郎氏 

主　催　忠岡町人権広報課・忠岡町働く婦人の家

■女性相談・DV相談
☆忠岡町役場人権広報課

人権に関する問題や、DV等の女性の悩みに関する相

談も受け付けております。

面談・電話相談のどちらも可能です。

平日9：00～17：30（土日・祝日・年末年始を除く）

TEL：0725－22－1122　　FAX：0725－22－0364

☆忠岡町文化会館相談専門ダイヤル　℡0725－33－2323

毎月第3水曜日13：30～15：30（申込不要）

☆大阪府女性相談センター　　　　　℡06－6949－6022

9：00～20：00（祝日・年末年始は除く）
http：／／www．pref．osaka．jp／joseisodan／

☆岸和田子ども家庭センター（DV専用）℡072－441－7794

9：00～17：45（土日・祝日・年末年始は除く）
http：／／www．pref．osaka．jp／kishiwadakodomo／

知ってますか？デートDV
DVの中でも、恋人同士の間で起こる暴力は、「デート

DV」と呼ばれています。なぐる・けるなどのからだへの

暴力だけでなく、どなる・おどす・あるいは行動を制限す

る（交友関係を細かくチェックする）など、相手を自分の

思いどおりに支配しようとする態度、行動もデートDVに

あたります。何か不安に思うことがあったら、一人で悩ま

ないで、早めに相談しましょう。

☆すこやか教育相談（大阪府教育センター内）
℡06－6607－7361（児童生徒からの相談）

℡06－6607－7362（保護者からの相談）

（平日のみ　9時30分～17時30分）

の
養
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
忠
岡
町
に
お
い
て
も
こ
の
制

度
の
運
営
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

差
別
を
な
く
し

て
い
く
た
め
、

業
界
団
体
と
連

携
し
「
宅
地
建

物
取
引
業
人
権

推
進
指
導
員
」

忠
岡
町
・
和
泉
市
・
泉
大
津
市

・
高
石
市
で
は
、
大
阪
府
部
落
解

放
同
盟
和
泉
支
部
と
も
連
携
し
、

世
界
人
権
宣
言
の
主
旨
に
の
っ
と

り
、
差
別
の
な
い
地
域
づ
く
り
の

た
め
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

67眠）11（

の
場
に
お
け
る
同
和
地
区
に
対
す

る
差
別
や
入
居
差
別
な
ど
様
々
な

大
阪
府
で
は
、

宅
地
建
物
取
引

本
町
行
政
相
談
委
員

坊

　

　

傭

氏

に

大
阪
府
行
政
相
談
委
員

協
議
会
会
長
表
彰

世
界
人
権
宣
言

℡06・

6

2

1

0

　

●

　

9

7

3

4

【
間
】
大
阪
府
住
宅
ま
ち
づ
く
り

部
建
築
振
興
課



大阪勧業展　2014
大阪府内すべての商工会議所・商工会が、総

力をあげて開催する多業種型総合展示商談会

大阪勧業展2014は、幅広い業種の優秀な約300社
の中小企業が一堂に集まり、技術力や企画力のア
ピール、製品、商品、サービス等のPRを行う「
多業種型総合展示商談会」です。大阪府内の商工
会議所・商工会の会員等がブースを出展し、独自
の技術、企画、発想等をもとに開発したユニーク
な自社製品・サービス等を紹介し、来場者の皆様
と商談や情報交換をしていただきます。

日　時10月22日（水）10：00～17：00

10月23日（木）9：30～16：00

会場　マイドームおおさか展示ホール1～3F

（大阪市中央区本町橋2－5）

《入場無料・事前申込不要》

主催　大阪商工会議所・堺商工会議所・大阪府
商工会連合会

共催　大阪府内の商工会議所・商工会
後援　近畿経済産業局、大阪府、中小企業基盤

整備機構

No．576　2014．10．1（12）
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■
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大販府最低賃釜政江

時間給

838円
（平成26年10月5日発効）

l

■

■

■

■

■

t

■

」

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

；【問】大阪労働局賃金課
：　℡06－6949－6502
■

◆
◆

平
成
等
度
忠
岡
町
中
小
企
業
振
興
費
金

利
子
補
給
制
度
受
付

∵
．
．
　
▲
▲
。

町
で
は
、
大
阪
府
中
小
企
業
融

資
制
度
　
（
日
本
政
策
金
融
公
庫
国

民
生
活
事
業
含
む
）
　
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
に
対
し
て
、
経
営
の
安

定
と
振
興
を
図
る
た
め
利
子
補
給

を
行
っ
て
い
ま
す
。

必
要
書
類
…
①
忠
岡
町
中
小
企
業
振

興
資
金
利
子
補
給
金
申
請
書
　
②
返

済
状
況
証
明
書
　
③
融
資
登
録
書

（
新
規
申
請
者
の
み
）
④
返
済
明
細

（
計
画
）
書
　
⑤
納
税
証
明
書
（
2
6

年
度
分
、
発
行
後
1
カ
月
以
内
の
も

の
。
個
人
・
法
人
と
も
忠
岡
町
町
税

す
べ
て
の
納
税
証
明
書
）
⑥
住
民
票

（
法
人
は
履
歴
事
項
全
部
証
明
書
）

⑦
信
用
保
証
決
定
の
お
知
ら
せ
　
（
保

証
協
会
発
行
、
府
制
度
融
資
を
ご
利

用
の
方
の
み
）

尚
、
①
②
③
は
産
業
振
興
課
か
忠
岡

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
取
得
可
。

申
請
対
象
者
…
忠
岡
町
に
居
住
し
、

か
つ
町
内
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
方

（
法
人
に
つ
い
て
は
本
社
所
在
地
）

申
請
対
象
融
資
…
①
大
阪
府
制
度
融

資
（
金
融
機
関
提
案
型
を
除
く
）
②

日
本
政
策
金
融
公
庫
（
旧
国
民
生
活

金
融
公
庫
）
　
に
定
め
る
融
資
制
度

対
象
限
度
額
…
融
資
額
の
う
ち
5
0

0
万
円
を
限
度

補
給
率
…
返
済
利
率
の
う
ち
1
・

5
％
の
範
囲
内

期
　
間
…
最
長
5
年

申
請
期
間
…
1
0
／
2
0
㈲
～
1
0
／
3
1
働

※
次
年
度
以
降
の
本
事
業
の
継
続
は

現
在
検
討
中
で
す
。

【
間
】
産
業
振
興
課

業
種
不
問
！
参
加
費
無
料
！

3
D
プ
リ
ン
タ
を
活
用
し
て
成

果
を
あ
げ
て
い
る
企
業
の
お
話
を

聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
？
　
参
加
者

ど
う
し
で
企
業
間
交
流
を
行
っ
て

い
た
だ
く
交
流
会
も
あ
り
ま
す
。

事
前
申
込
い
た
だ
け
れ
ば
ど
な

た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

日
　
時
　
1
0
月
2
3
日
　
（
木
）

・
セ
ミ
ナ
ー
／
1
5
時
～
1
7
時

・
交
流
会
／
1
7
時
～
1
8
時

（
軽
飲
食
あ
り
）

場
　
所
　
忠
岡
町
商
工
会
館
2
階

定
　
員
　
3
5
名
　
（
先
着
順
受
付
）

〔
セ
ミ
ナ
1
講
師
〕

・
大
阪
産
業
経
済
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ

ー
主
任
研
究
員
　
松
下
　
　
隆
氏

・
株
式
会
社
ア
ッ
プ
ト
ラ
ス
ト

代
表
取
締
役
　
村
上
　
佳
子
氏

・
株
式
会
社
大
成
モ
ナ
ッ
ク

プ
ロ
ダ
ク
ト
モ
デ
ル
事
業
部

課
長
　
長
野
　
泰
幸
氏

★
お
申
込
み
・
お
問
合
せ
は
、
忠

岡
町
商
工
会
ま
で

T
E
L
O
7
2
5
・
3
3
・
3
2
0
8

F
A
X
0
7
2
5
・
3
2
・
4
8
8
0

正
社
員
や
パ
ー
ト
の
仕
事
を
探

し
て
い
る
方
を
対
象
に
合
同
就

職
面
接
会
を
開
催
。

日
　
時
　
日
月
1
4
日
　
（
金
）

1
3
時
3
0
分
～
1
6
時
3
0
分

（
面
接
受
付
は
1
6
時
ま
で
）

場
　
所
　
忠
岡
町
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
2
階
　
ふ
れ
あ
い
ホ

ー
ル
及
び
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
写
真
添
付
の
履
歴
書

（
複
数
社
の
面
接
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
面
接
さ
れ
る
企
業

数
に
合
わ
せ
て
履
歴
書
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
）

内
　
容
　
合
同
就
職
面
接
会
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人
情
報
、

女
性
・
若
年
者
・
陣
が
い

者
・
高
齢
者
等
の
就
労
相

談
、
職
業
適
性
診
断
コ
ー

ナ
ー
な
ど

《
参
加
費
無
料
・
申
込
み
不
要
》

【
問
】
産
業
振
興
課

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

フ
ェ
ア
．
m
い
ず
み

産
・
官
・
学
の
連
携

和
泉
中
央
駅
発
！
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
す
べ
て
が
こ
こ
に
集
結

日
　
時
　
1
0
月
1
5
日
　
（
水
）

1
2
時
～
1
6
時

場
　
所
　
和
泉
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

（
和
泉
市
い
ぶ
き
野
5
－
4
－
7
）

内

　

容

①
若
者
応
援
企
業
に
よ
る
【
若
者

応
援
企
業
面
接
会
】
　
＆
　
【
G
U

ら
ら
ぽ
ー
と
和
泉
店
面
接
会
】

②
堺
マ
ザ
ー
ズ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
コ

ーナー
③
求
人
検
索
・
紹
介
コ
ー
ナ
ー

④
女
性
の
方
必
見
！
ア
ン
ガ
ー
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー

⑤
必
勝
！
女
性
の
た
め
の
就
職
活

動
メ
イ
ク
レ
ッ
ス
ン

※
要
予
約

⑥
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ミ
ナ
ー

⑦
南
大
阪
技
術
専
門
校
に
よ
る
職

業
訓
練
コ
ー
ナ
ー

【
問
】
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
泉
大
津

℡
3
2
・
5
1
8
1



白田田田田匝姫Ⅰ画咽田●　　　　　　　生活環境課

分別収集いよいよ開始！

プラスチック製容器包装対象品目と出し方

10月からプラスチック製容器包装（その他プラ）の分別

収集が始まります。新たな分別で負担が増えることとな
りますが、ごみの減量と資源リサイクルを推進するため、
町民の皆さまのご理解とご協力をお願いします。

【対象品目】

弁当・納豆・豆腐・
卵などの容器

発泡スチロール
などの緩衝材

生鮮食口弁当のラツ
商品の外側フイルム

カップめん・プリン
などのカップ

シャンプー・洗剤・
調味料のボトル

【出し方】
●透明t半透明袋に入れて出してください。

●水で軽くすすいで乾かしてください。

●油汚れなど、水洗いでは汚れが落ちにくいものや、

中身が少しでも残っているものは、「一般家庭ごみ」

（燃えるごみ十に出してください。

●一枚の袋に入れて出してください（二重袋にすると、

機械で内側の袋が
破れません）。

．こ．矢筈’×
【その他プラ第1回収集日】
南海本線より東側（山側）＝10月6日（月）
南海本線より西側（海側）日10月7日（火）

※P20のごみの日カレンダーをご確認ください

〇品だ買手詣覧妄～第2回猫を迷惑に思っている方へ～

「猫を捕獲してほしい」「フン尿に困っている」など、

猫に関する相談や苦情が町へ多く寄せられています。
しかし、猫は愛護動物とされており、法律の保護下
にあるので、町が捕獲することはできません。では、

猫が庭などに侵入してきて困っている方はどうした
ら良いのでしょうか？
残念ながら、現在のところ根本的な対策がなく、各
家庭で自己防衛を講じていただく必要があります。
今回は、家庭でできる猫よけ対策をご紹介します。

①においで不快感を与える
【用意するもの】
●忌避剤（木酢液、漂白剤、かんきつ類のにおいが

するもの）
●皿などの容器（植木鉢の受け皿など）

【方法】
忌避剤を皿などの容器に入れ、数メートル間隔で
猫の通り道に設置します。雨や時間経過などで、
においが薄まるので、定期的に忌避剤を交換します。

だんじり祭りにともなう
一般家庭ごみ収集日の変更

忠岡東・北・中・南、新浜地区の
一般家庭ごみ収集日が下記のとおり変更になります

10月11日（土）■

【ご注意】

収集時間は通常より早くなりますので、
ごみはいつもより早めに出してください
ご理解ご協力のほどよろしくお願いいたします。
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」

」Lノ
1種類では猫がにおいに慣れてしまう可能性があ

るので、複数種類の忌避剤を交互に使用し、効果
がでるまでくり返し対応します。

②物理的に不快感を与える
【超音波発生装置】
猫が不快に感じる超音波を発生して猫の侵入を防
ぎます。動物管理指導所で2週間の貸出を行って
いますので、お問い合わせのうえ、購入する前に
一度お試しください。

動物管理指導所泉佐野分室TEL072－464－9777

※いずれの方法も、家の構造や環境により、効果はさま

ざまですので、ご注意ください。

猫を追いやるだけでは根本的な解決とはなりません。
のら猫に迷惑している人も、のら猫をかわいそうと思っ
ている人も、のら猫を減らしたいと望んでいます。次
回は『第3回のら猫に工サをあげている方へ』とともに、
全国で行われている「のら猫対策」をご紹介します。
不幸な命を増やさないために、みなさんと一緒にのら
猫問題について考えていきたいと思います。

PCB含有電気機器

使用・保管の点検をお願いします
PCB（ポリ塩化ビフェニル）を含む電気機器（変圧

器、コンデンサ、家庭用を除く照明用安定器など）
を使用または保管している場合は、PCB特別措置
法に基づき届出が必要です。あなたの事業所の電気
室、キュービクル、倉庫などを点検してください。
届出がされていない場合は、直ちに届出を行うとと
もに、適正に保管・処理する必要があります。
詳しくは大阪府までお問い合わせください。

【問合せ先】大阪府環境農林水産部事業所指導課
TEL06－6210－9583
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◆役場の各種相談◆
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

■■＝■t■■tHHHH日日日日■t■■■■■■■■■■■1日日日＝■日日＝■■

【法律相談】10／22㈹13：30～　役場3階交流センター

★当日9時から電話受付（先着6名）

人権広報課　℡22－1122

【行政相談】電話受付　　　　　人権広報課　℡22－1122

【人権擁護委員による人権相談〔要予約〕】10／21（火）

★17日髄までに電話予約　　人権広報課　℡22－1122

※一般の人権相談は5階人権広報課で。9：00～17：30

【労働相談】①特設労働相談10／16㈹13：30～15：30

直接1階いさかい支援課横相談室へ

②就労相談（地域就労支援）毎週月～金曜日　9：00～

17：30　産業振興課（役場4階）：地域就労支援事業

【消費生活相談】毎週火・金13：00～16：00（受付15：

30まで）当日4階産業振興課へ

【問】産業振興課　℡22－1122

【進路相談】（奨学金相談）

（D毎週月～金曜日10：00～16：00

直接学校教育課へ　℡22－1122

②毎週土～日曜日10：00～16：00

直接児童舘事務所へ　℡22－8602

【女性電話相談】10／15休）13：30～15：30

文化会館相談専用ダイヤル　℡33－2323

【女性相談】毎週月～金曜日9：00～17：30

人権広報課（役場5階）

【児童・障害児相談】　　　　子育て支援課　℡22－1122

【老人介護支援センター】24時間対応の相談・助言

ピープル老人介護支援センターただおか（特別養護老

人ホームピープルハウス忠岡内）　　　　℡46－7200

■

■

■

■

■

■

■ 裟嘉誤ごま忌妄行事予定
※10月1日から総合福祉センター（忠岡南1－9－15）

は、文化会館前に移転しています。

総合福祉センター　　　℡22－0350
●なっかしの映画会　　10／7㈹13：30～

※映画会は毎月第1火曜日

（都合により変更することがあります）

●バンパー大会

●カラオケ会

●交通安全教室

●わくわく健康体操

●忠岡幼稚園交流

●東忠岡幼稚園交流

●編み物教室

●ミニ運動会

☆民謡踊り教室
☆囲碁・将棋
☆大正琴クラブ
☆ハワイアンフラ

10／14㈹13：30～

10／21㈹13：30～

10／22㈱13：30～

10／23㈱13：30～

10／24働10：00～

10／28㈹10：30～

10／28㈹13：30～

10／30㈱10：30～

・水・金　13

・水　　　13

金

30～

00～

10：00～

10：30～

東忠岡老人いこいの家　℡22－1567

●交通安全教室　　　　10／29㈱13：30～

☆カラオケクラブ　　月～木　　13：00～

☆音楽クラブ　　　　　火　　　10：00～

☆健康体操クラブ　　　月　　　10：00～

《申込受付期闇》
★ミニ運動会10月9日（木）～23日（木）

★バンパー大会10月2日（月）～8日（水）

★カラオケ会14日（火）のみ

（今回は人数制限なし、ただしツーコー
ラスまで）
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曲場　　日

名所　　時

∴◆‘一二∴：二∴一．∵十∴十．・十

各地域自治振興協議会による地区対抗戦な

ども行います。地域のみなさんのご参加をお

待ちしています。

と　き　10月26日（日）《延期なし》

9時開会／15時15分頃閉会

卜雨天の時は7時30分に広報無線で放送。

ところ　町民グラウンド

＝周辺道路は駐車禁止です＝
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6

1

　

　

1

　

　

2

材
料
代
　
2
5
0
0
円

定
　
員
　
2
4
名
　
（
申
込
順
）

申
込
み
　
1
0
／
1
0
～
H
／
9
に
材

料
代
を
添
え
て
事
務
所
ま
で

岩
崎
　
智
早
氏
　
（
ピ
ア
ノ
）

梅
本

隆
氏

新
着
図
書
案
内

男
性
料
理
教
室

～
5
回
シ
リ
ー
ズ
～

と
　
き
　
1
1
／
1
9
　
（
水
）

町
民
音
楽
祭

（
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

※
く
わ
し
く
は
1
1
月
広
報
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

【
間
】
忠
岡
町
文
化
協
会

（
文
化
会
館
事
務
所
）

《一般書》

誰
が
タ
ブ
ー
を
つ
く
る
の
か
？

永

江

　

　

朗

お
た
ま
り
、
ロ
ー
ズ

ロ
ジ
ー
ナ
・
ハ
リ
ソ
ン

報
道
さ
れ
な
い
中
東
の
真
実

国
枝
　
昌
樹

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
文
化
誌

リ
サ
・
モ
ー
ト
ン

夜
空
と
月
の
物
語

パ
イ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

虫

娘

　

　

　

　

　

　

　

　

井

上

　

荒

野

壁

と

孔

雀

　

　

　

　

　

小

路

　

幸

也

い

そ

ぶ

え

　

　

　

　

　

　

谷

村

　

志

穂

工
ウ
リ
シ
ン
ク
・
フ
ロ
ウ
ズ津

村
記
久
子

か

た

づ

の

！

　

　

　

　

中

島

　

京

子

荒

神

　

　

　

　

　

　

　

　

宮

部

み

ゆ

き

ギ

フ

テ

ッ

ド

　

　

　

　

山

田

　

宗

樹

降
り
積
も
る
光
の
粒
　
角
田
　
光
代

泣
い
た
の
、
‖
ハ
レ
た
？
　
酒
井
　
順
子

パ
リ
の
家
　
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ポ
ウ
工
ン

《児童書》

動
物
の
お
じ
い
さ
ん
、
動
物
の
お

ぼ
く
が
見
た
太
平
洋
戦
争宗

田
　
　
理

モ
ン
ス
タ
ー
・
ホ
テ
ル
で
た
ん
て
い

だ

ん

　

　

　

　

　

　

　

　

柏

葉

　

幸

子

お
話
さ
か
せ
て
ク
リ
ス
ト
フ

二
幸
・
コ
ー
ン
ウ
ェ
ル

か
け
の
ひ
こ
う
き
　
　
五
味
　
太
郎

さ
ば
く
の
く
い
し
ん
ぽ
　
佐
々
木
マ
キ

期

　

間

と
こ
ろ

1
0
時
～
1
3
時

平
成
2
7
年
3
月
ま
で

第
3
水
曜
日

3
階
料
理
室

●
第
6
8
回
読
書
週
間

「
め
く
る
め
ぐ
る
本
の
世
界
」

1
0
月
2
7
日
（
月
）
～

1
1
月
9
日
（
日
）
は
読

書
週
間
で
す
。

ば
あ
さ
ん

し
っ
ば
の
ひ
み
つ

気
象
の
図
鑑

高
岡
　
昌
江

今
泉
　
忠
明

筆
保
　
弘
徳

〔
雑
誌
の
無
料
譲
渡
〕

※
お
ひ
と
り
1
0
冊
ま
で

1
0
月
1
8
日
　
（
土
）
　
1
0
時
よ
り
、

保
存
期
間
の
終
了
し
た
雑
誌
を
図

書
館
入
口
前
　
（
2
階
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
ホ
ー
ル
）
　
で
無
料
譲
渡
い
た
し

ま
す
。
な
お
、
雑
誌
が
な
く
な
り

次
第
終
了
し
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
1
1
月
1
6
日
　
（
日
）

3

寺

′

～

場
　
所
　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

《
出
演
予
定
》

・
ひ
こ
う
せ
ん

・
児
童
合
唱
教
室
　
バ
ン
ビ
ー
ナ

・
コ
ー
ル
ア
ザ
レ
ア

・
忠
岡
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

★
ゲ
ス
ト
「
a
 
Z
　
（
ア
ズ
）
　
」

西
村
　
泳
子
氏

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

第
1
7
回

忠
岡
ウ
ィ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

（
正
期
演
奏
芸

日
月
2
日
　
（
日
）

1
4
時
～

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

軍
師
官
兵
衛
・
U
S
l

メ
ド
レ
ー
等〔

入
場
無
料
〕

艶

比

和

打

蝿

打

許

顎

F
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瞥

野

鼠

拝
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闊
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鵡
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捧

樹

齢

梓

濁
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優
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煤
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プー　　　　　　マ 俎X������������蹌�日　　時 丶ｨﾜ8�ｨ��

第1回 ��xﾞI�饂����信田　圭造氏 ���ﾈ���?ｨ����｢�堺市博物館ホール ～食文化とともに ��俥I�饂淫Hﾔ鮎hｺi:��xﾘr�14：00～ 

歩んだ匠の技～ 刋�ﾘx檍��yﾘ駟+x�｢�15：30 

第2回 ��xﾘ)�韈8,ﾈ､ﾈ��ﾔ鮎h,ﾂ�����讓,h+ｸ,ﾉ�ｹV����神谷　正弘氏 ���ﾈ�#Y?ｨ����｢�高石市役所 （甲胃・馬具研究家 ��H�h�C�����別館3階 

前生涯学習課職員） ��X�c3��多目的ホール 

第3回 ��ym�Wｨ潔���Ym�Wｨ決ﾎ8���芳井敏郎氏 （花園大学副学長、市立織編 　舘・専門委員会座長） ��(ﾈ��?ｨ�佇��｢��H�c���ﾈ�"��X�c3��テクスピア大阪4階 　第4研修室 

80名（申込多数の場合は抽選）　　　【対象者】原則として全3回シリーズに参加できる方

往復はがきに、住所、氏名（フリガナ）、年齢、電話番号、返信用面にあて先を記入の上、お住
まいの市町の担当課『泉州歴史探訪Ⅹ係』へお申込ください。

※はがき1枚で1名の申込みです。
の担当課あてにお申込ください。

℡0725－22－1122

℡072－228－7631

℡0725－33－1131

℡0725－99－8161

℡072－275－6437

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課

※泉北地域（4市1町）以外にお住まいの方は『和泉市』

日（金）必着　　【参加費】無　料

忠岡町忠岡東1－34－1　忠岡町教育委員会

堺市堺区南瓦町3－1　堺市市民人権局

泉大津市東雲町9－12　　泉大津市教育委員会

和泉市府中町2－7－5　和泉市教育委員会

高石市加茂4－1－1　高石市教育委員会

各回ごとに特典グッズをプレゼント〃

上官高等学校

北出2丁目

忠岡東2丁目

上官高等学校

忠岡東3丁目

10月31

〒595－0805

〒590－0078

〒595－8686

〒594－8501

〒592－8585

上官高等学校

忠岡東3丁目

【募集定員】

【申込方法】

【締め切り】
【申込先】

清風南海高等学校

忠岡南1丁目

2014．10．1

」

菰
町
か
ら
4
人
だ

全
国
大
会
へ
ー
・

川
崎
　
雄
祐
選
手

第
1
回
全
日
本
U
J

ボ
ク
シ
ン
グ
王
座
決
定
戦

【
8
／
2
3
・
府
立
体
育
会
館
】

優
勝
　
藤
原
仁
太
選
手

（
ア
カ
デ
ミ
ー
B
B
所
属
）

吉
田
　
厚
介
選
手

星
出
　
和
哉
選
手

足
利
　
尊
仁
選
手

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

N
P
O
法
人
忠
岡
町
庭
球
連
盟
杯

男
女
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

女
子
の
部
　
第
3
位

宇
戸
　
鈴
奈
選
手
（
北
出
2
）

男
子
の
部
　
第
3
位

三
田
　
大
樹
選
手

三
市
一
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
新
人
大
会

女
子
の
部

三
好
　
悠
冬
選
手
（
忠
岡
北
1
）

男
子
の
部

治
武
　
蒼
大
選
手
（
忠
岡
中
2
）

団
体
の
部
　
準
優
勝

忠
岡
中
学
校

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

第
3
2
回
空
手
道
錬
成
大
会

形
の
部
・
小
学
有
段
の
部
第
3
位

組
手
の
部
・
小
学
6
年

女
子
の
部
　
優
秀
選
手

西
谷
　
七
海
選
手

形
の
部
・
中
学
生
の
部
第
3
位

西
谷
　
海
人
選
手

67眠）71（
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霊室のまち忠岡町
ひとの動き

人口17．757人（－4人）

男　8，608人（－1人）

女　9，149人（－3人）

世帯　　7′622（＋15）

≪2014年8月末現在≫

▼
1
歳
7
・
8
か
月
児
健
診

1
0
／
2
　
（
木
）

1
3
時
～
1
3
時
1
5
分
【
受
付
】

▼
4
か
月
児
健
診

1
0
／
9
　
（
木
）

1
3
時
～
1
3
時
1
5
分
【
受
付
】

【
各
健
診
に
必
要
な
も
の
】

母
子
手
帳
と
通
知
書

▼
身
長
・
体
重
測
定
日

1
0
／
2
4
　
（
金
）

1
0
時
～
日
時
【
受
付
】

▼
も
ぐ
も
ぐ
キ
ッ
チ
ン
●
要
予
約

1
0
／
9
　
（
木
）

1
0
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分

離
乳
食
の
つ
く
り
か
た
　
（
調
理

実
習
）
　
と
お
話
、
試
食

▼
ち
く
ち
く
サ
ロ
ン
　
●
要
予
約

1
0
／
1
4
　
（
火
）

1
0
時
～
1
1
時
3
0
分

フ
ェ
ル
ト
や
布
を
使
っ
て
お
子

さ
ん
の
お
も
ち
ゃ
を
つ
く
る

▼
園
庭
開
放
・
絵
本
の
読
み
聞
か

せ

　

　

　

　

　

　

●

予

約

不

要

1
0
／
1
6
　
（
木
）
　
1
0
時
～
正
午

東
忠
岡
保
育
所

▼
親
子
で
楽
し
む
ふ
れ
あ
い
遊
び

●
要
予
約

1
0
／
2
9
（
水
）
4
か
月
～
1
歳
半

1
0
時
3
0
分
～
正
午

▼
ベ
ビ
マ
ク
ラ
ブ
　
〝
ぴ
よ
ぴ
よ
″

●
要
予
約

H
／
7
・
2
1
　
（
金
）

1
0
時
～
日
時
3
0
分

▼
マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
●
要
予
約

1
0
／
3
・
1
0
・
1
7
・
2
4
　
（
金
）

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

※
1
0
日
の
み
1
0
時
～
正
午

水
痘
ワ
ク
チ
ン

（
水
ほ
う
そ
う
）
予
防
接
種

1
0
月
1
日
よ
り
水
痘
ワ
ク
チ
ン

が
定
期
接
種
に
な
り
ま
す
。

ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
母
子
手

帳
と
予
診
票
を
ご
持
参
の
う
え
、

町
内
接
種
医
療
機
関
に
て
接
種
く

だ
さ
い
。（

対
象
者
に
は
個
別
通
知
済
）

★
風
し
ん
抗
体
検
査（

要
電
話
予
約
）

1
0
／
9
・
2
3
　
（
木
）

受
付
9
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分

料
金
　
無
料

★
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

1
0
／
8
　
（
水
）
　
要
電
話
予
約

受
付
　
9
時
3
0
分
～
日
時

★
エ
イ
ズ
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
・

（
電
話
相
談
可
）

▼
健
康
相
談

1
0
／
2
7
（
月
）
1
3
時
3
0
分
～
1
5
時

▼

歌

体

撮

　

　

　

　

　

●

要

予

約

1
0
／
2
8
（
火
）
1
3
時
3
0
分
～
1
5
時

★
予
約
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
t
t
p
‥
＼
＼
y
O
i
k
？
n
e
t
．
j
p

【
予
約
制
の
行
事
】
（
ネ
ッ
ト
予
約
）

▼
園
庭
開
放

1
0
／
4
　
（
土
）
　
1
0
時
～
日
時
3
0
分

1
歳
以
上
の
お
子
さ
ん【

受
付
中
】

▼
親
子
体
操

1
0
／
6
　
（
月
）
　
　
1
0
時
～
1
1
時

1
歳
以
上
の
お
子
さ
ん

【
受
付
中
】

▼
1
0
月
の
お
誕
生
会

1
0
／
1
6
　
（
木
）
　
1
0
時
～
1
1
時

1
0
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

【
受
付
1
0
／
8
（
水
）
※
】

※
1
0
時
～
1
5
時
に
ネ
ッ
ト
予
約
を

受
付
け
そ
の
後
抽
選
で
、
は
ず

れ
た
方
の
み
折
り
返
し
連
絡
。

【
予
約
不
要
の
行
事
】

▼
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

①
0
歳
以
上

1
0
／
1
　
（
水
）
　
身
体
測
定

1
0
　
（
金
）
　
1
0
時
～
日
時
3
0
分

②
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場

出
生
後
歩
行
が
完
了
し
て
い

な
い
お
子
さ
ん

1
0
／
1
4
　
（
火
）
　
1
0
時
～
日
時
3
0
分

▼
一
緒
に
遊
ぼ
う
　
（
雨
天
室
内
）

1
0
／
9
　
（
木
）

1
歳
以
上
　
1
0
時
～
日
時
3
0
分

抗
体
検
査
　
1
0
／
8
・
2
2
（
水
）

受
付
9
時
3
0
分
～
1
1
時

★
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

随
時
（
要
電
話
予
約
）

■
精
神
保
健
市
民
講
座
（
無
料
）

「
社
会
的
ひ
き
こ
も
り
」

日
時
　
日
月
1
0
日
　
（
月
）1

4
時
～
1
6
時

場
所
　
和
泉
保
健
所

講
師
　
和
歌
山
大
学
名
誉
教
授

宮
西
　
照
夫
氏

申
込
　
1
1
月
4
日
　
（
火
）
　
ま
で
に

電
話
申
込
み

浄
化
槽
の
保
守
点
検
な
ど
は
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

【間】
大
阪
府
環
境
水
質
指
導
協
会

0

7

2

●

2

5

7

●

3

5

3

1



■対象者：満65歳以上の町住民、または満60歳以上

64歳以下の町住民で心臓、腎臓、呼吸器、免疫機

能に重篤な障害を持つ方。（前記の疾患で身体障

害者手帳1級保持者またはそれに相当する状態を

医師の診断書より証明される方。）

■実施期間：平成26年10月1日（水）～平成27年1月31

日（土）

■接種回数：1　回

■費　　用：1000円（接種医療機関で支払）

※但し、生活保護世帯に属する人については接種料

を免除します。（該当する方は接種前に保健セン

ター（役場2階）で接種料免除申請を行ってくだ

さい。接種をしてから申請をされても無効となり

ます。

■町外の施設や病院の入所者、寝たきりで町外の医療

機関からの在宅医療を受けている方、重度の慢性疾

患で町外のかかりつけ医でしか接種できない方は、

保健センターにお問い合わせください。

■申し込み：事前に以下の医療機関に直接予約

※上記対象者以外は自費接種となります。

女性のがん検診推進事業、がん検診推進事

業、肝炎ウイルス無料検診の子宮がん・乳

がん・大腸がん・肝炎ウイルス検診の無料

クーポン券での受診はなるべくお早めに！

6月末に該当する方々に、検診の無料クーポン券を

お送りしています。クーポン券の利用により、検診を

無料で受けることができます。

有効期限まぎわは予約が混み合い、検診を受診でさ

なくなる場合がありますので、秋の住民健診を利用し

て、年内に検診を受けるようにしましょう！

（19）　No．576　2014．10．1

10月1日より、高齢者の肺炎球菌ワクチンが定期接

種となります。

【対象者】忠岡町に住民票を有する、①60歳以上65歳

未満の方で、心臓・腎臓・呼吸器・免疫機能に陣が

いを有する方（身体障害者手帳1級相当）②下記に

生れた方（ただし、平成26年10月1日～27年3月31日

までに接種）

②平成26～30年度までの、各年度において下記の年

齢となる方（平成26年10月1日～27年3月31日ま

での定期接種対象者）

65歳：S24年4月2

70歳：S19年4月2

75歳：S14年4月2

80歳：S9年4月2

85歳：S4年4月2

90歳：T13年4月2

95歳：T8年4月2

100歳：T3年4月2

日生～S25年4月1

日生～S20年4月1

日生～S15年4月1

日生～Sl0年4月1

日生～S5年4月1

日生～T14年4月1

日生～T9年4月1

日生～T4年4月1

日生の方

日生の方

日生の方

日生の方

日生の方

日生の方

日生の方

日生の方

101歳以上：T3年4月1日以前の生まれの方

①に該当する方で接種を希望される場合は、保健セン

ターにお申込みください。

②に該当する方には接種券（ハガキ）を郵送します。

ただし、平成24年4月以降、町の助成事業で肺炎球

菌ワクチンを接種された方には接種券をお送りして

いません。

※すでに肺炎球菌ワクチンの接種を受けたことがある

方は対象外です。

※上記の表に該当しない65歳以上の方で、肺炎球菌ワ

クチンの接種をご希望の方は助成事業により定期接

種と同じ金額で接種できますので、保健センターま

でお申込みください。

※接種費用は3，000　円です。（生活保護の方は費

用免除あり）

秋期住民健診が始
広報と同時配布のチラシを参照ください。

申込み／10月6日から

成人画料健書…10月末まで実施
町内歯科医院において、成人歯科健診を実施中で

す。20歳以上の町住民が対象となります。

重用は500円です。受診を希望される方は、直

接町内の歯科医院にお問合せください。
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⑳役　場⑳讐ンタ讐◎余響）こ

⑳文化会館㊨完青票㊥悪書票

⑳窟岩窟⑳警雪雪竺⑳児童館

◆＝予約が必要です。

収集申込…粗大ごみ申込センター・受付時間　月～金　9時～17時

0800－123－5353（土・日・祝日、年末年始は休み）
FAX（0725）31－4981　携帯電話は0725－23－8525へ（有料）

直接持込み…忠岡町クリーンセンター・受付及び　月～金9時30分～16時
TE L／FAX　　　　　　　　　　　　搬入時間　土　　9時30分～12時

072－423－2663　（日・祝日、年末年始は休み）


